
近年、抗菌薬の使用の増加に伴い、耐性菌による
感染が問題となっている。
当院の感染防止対策委員会では、広域抗菌薬の使

用に関して届出制としているも、その届出率の低さ
に苦慮している状況である。
届出が100％となることで、広域抗菌薬の使用に

について把握し、使用の適正化や耐性菌の
発現防止に寄与できると考え、簡便なシス
テム作りに取り組んだ。

薬剤科ＴＱＭリーダー
ＩＣＴ 薬剤師 岡本



感染防止対策加算 １ ：400点

感染防止地域連携加算：100点
計 500点

平均 約45万円/月×12ヶ月
＝



フィニバックス点滴用０．２５ｇ ２５０ｍｇ 約760万円

ザイボックス注射液６００ｍｇ ３００ｍＬ 約640万円

メロペネム点滴用バイアル０．５ｇ ５００ｍｇ 約500万円

ゾシン静注用４．５ ４．５ｇ 約310万円

点滴静注用バンコマイシン０．５「ＭＥＥＫ」０．５ｇ 約280万円

No.1
No.2
No.3

No.4
No.5



H27年7月1日から7月21日までの特定抗菌薬使用46例中、
届出があったのは15例（32.6%）であった。

届出の内訳について
■特定抗菌薬のうち、カルバペネム系抗菌薬の使用は31例、届出2例（届出率6.5%）
■特定抗菌薬のうち、抗MRSA薬の使用は13例、届出11例(届出率84.6％)
■抗MRSA薬の届出11例のうち、薬剤科より届出依頼を行った件数6例
（ただし、1例は依頼を行うも届出なし）







■薬剤科からの特定抗菌薬使用届の入力依頼不要に。
作業時間： 約６０分 → ０分

■ＴＤＭ依頼件数：
平成27年７月 50％（３件/６件）→ 11月 100％（４件/４件）

■平成27年11月5日特定抗菌薬届出制 新体制スタート！



特定抗菌薬使用時の届出システムの変更により、
届出率は100％となった。
さらに、薬剤科から入力依頼を行っていた作業時

間は０となり、業務の効率化にも繋がった。
また、届出制変更に伴いTDM業務の様式変更を行

い、バンコマイシン初回投与時、TDMの積極的介入
を行った結果、TDM介入率が向上した。医師のTDM
業務への認識が向上したことは、
今回の活動の大きな成果と感じる。

なお、この題名は当院感染管理認定看護師の坪根淑恵さんの了解を得て設定した。

ＩＣＴ 看護師 坪根さん
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